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去
る
、
五
月
一
四
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
西
多
摩

建
設
業
協
会
、
第
四
回
通
常
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
紙
面
に
て
、
令
和
六
年
度
、
当
協
会
の
活
動

方
針
並
び
に
、
協
会
運
営
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し

ま
す
。 

令
和
六
年
度 

西
多
摩
建
設
業
協
会 

 

第
四
回
通
常
総
会
開
催 

理
事
長 

榎 

森 

厚 

志 

HP アドレス 

令
和
六
年
五
月
十
四
日
、
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
ホ

ー
ル
に
て
一
般
社
団
法
人
西
多
摩
建
設
業
協
会

第
四
回
通
常
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

本
総
会
に
あ
た
り
、
当
協
会
顧
問
の
井
上
衆
議

院
議
員
、
田
村
都
議
会
議
員
の
ご
両
名
を
始
め
、

森
村
都
議
会
議
員
、
清
水
都
議
会
議
員
、
加
藤
福

生
市
長
、
師
岡
奥
多
摩
町
長
、
橋
本
羽
村
市
長
、

中
嶋
あ
き
る
野
市
長
、
杉
浦
瑞
穂
町
長
、
大
勢
待

青
梅
市
長
、
龍
野
森
林
事
務
所
長
、
山
田
西
建
補

修
課
長
、
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
を
賜

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
は
ご
丁
寧
な
ご
祝

辞
ま
で
賜
り
、
田
村
日
の
出
町
長
か
ら
は
お
心
遣

い
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
、
こ

こ
に
改
め
ま
し
て
厚
く
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 当

協
会
は
大
正
１
０
年
に
創
立
さ
れ
た
西
多

摩
郡
土
木
同
業
組
合
が
由
来
と
さ
れ
今
年
で
１

０
３
周
年
、
昭
和
２
４
年
に
西
多
摩
土
木
建
築
請

負
業
組
合
を
成
立
、
７
５
年
の
歴
史
を
持
つ
西
多

摩
建
設
業
協
同
組
合
は
新
た
に
一
般
社
団
法
人

と
し
て
船
出
、
協
会
業
務
は
総
務
・
事
業
・
災
害

対
策
・
広
報
委
員
会
を
中
心
に
活
動
、
若
手
経
営

者
の
会
も
将
来
の
理
事
候
補
と
し
て
日
々
研
鑽

を
積
ん
で
お
り
、
協
会
の
担
い
手
と
し
て
頼
も
し

い
限
り
で
す
。 

さ
て
、
当
協
会
の
事
業
方
針
を
お
示
し
す
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
少
々
ご
報
告
が
あ
り
ま
す
。 

本
年
５
月
に
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
か
ら
依
頼
が
あ 

り
、
富
士
山
科
学
研
究
所
の
吉
本
博
士
監
修
の

も
と
、
火
山
灰
の
降
灰
実
験
を
青
梅
市
の
市
営

住
宅
を
提
供
し
て
頂
き
撮
影
す
る
事
と
な
り
、

災
害
対
策
・
広
報
委
員
会
を
中
心
に
対
応
、
収

録
に
臨
み
ま
し
た
。
番
組
名
は
『
も
し
も
今
、

富
士
山
が
噴
火
し
た
ら
・
・
』
６
月
５
日
に
放

映
さ
れ
、
他
の
建
設
業
団
体
か
ら
予
想
以
上
の

問
合
せ
や
意
見
交
換
会
の
申
し
入
れ
を
頂
き
反

響
の
大
き
さ
に
驚
い
て
お
り
ま
す
。
（
※
見
逃

さ
れ
た
方
は
当
協
会
に
録
画
が
有
り
ま
す
の
で

事
務
局
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
）
こ
の
実
験

は
全
国
始
の
試
み
で
、
桜
島
の
本
物
の
火
山
灰

を
使
用
し
て
行
っ
た
降
灰
に
よ
る
木
造
家
屋
へ

の
影
響
を
調
査
す
る
内
容
で
、
見
ご
た
え
あ
る

番
組
に
仕
上
が
っ
て
お
り
防
災
減
災
の
重
要
性

を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
有
意
義
な
実
験
と
な
り

ま
し
た
。 

今
回
の
実
験
経
験
を
活
か
し
基
本
的
な
事
業

は
例
年
通
り
継
続
し
つ
つ
、
新
た
に
富
士
山
噴

火
に
よ
る
火
山
灰
の
降
灰
災
害
を
想
定
し
た
除

灰
に
関
す
る
対
策
お
よ
び
体
制
の
構
築
を
図
る

べ
く
、
来
月
に
は
鹿
児
島
県
建
設
業
協
会
と
協

賛
に
よ
り
桜
島
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

視
察
研
修
も
行
い
ま
す
。
今
後
は
噴
火
に
よ
る

徐
灰
を
含
む
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
等
、
災
害
協
定
の
見
直
し
に
傾
注
す
る

所
存
。
降
灰
は
降
雪
と
同
じ
で
広
範
囲
に
同
時

に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
、
雪
と
異
な
る

点
は
一
度
積
も
っ
た
火
山
灰
は
除
灰
す
る
ま
で

溶
け
る
こ
と
も
無
く
、
風
が
吹
け
ば
視
界
を
遮

り
雨
が
降
れ
ば
固
ま
る
、
都
民
の
生
活
を
完
全

に
麻
痺
さ
せ
て
し
ま
う
未
曽
有
の
大
災
害
と
危

惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
『
活
火
山
は
い
つ
か
必
ず

噴
火
す
る
』
科
学
的
に
示
さ
れ
、
世
界
各
地
で

噴
火
に
よ
る
災
害
へ
の
対
策
が
検
討
さ
れ
て
お

り
、
火
山
灰
対
策
は
西
建
協
の
責
務
と
考
え
、

西
多
摩
八
市
町
村
の
首
長
の
皆
様
の
強
力
な
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
賜
り
な
が
ら
東
京
都
と
緊
密
な

連
携
で
今
ま
で
以
上
に
安
心
安
全
な
西
多
摩
の

街
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
、
唯
一
無
二
の
建
設 

業
団
体
『
西
建
協
』
の
精
神
と
多
域
に
亘
る
ノ
ウ
ハ
ウ
と
実
績
で

一
般
社
団
法
人
と
し
て
の
公
益
性
を
鑑
み
、
建
設
業
が
社
会
的
信

頼
を
得
る
た
め
に
今
何
を
す
べ
き
か
。
地
域
密
着
型
の
地
元
企
業

が
一
丸
と
な
っ
て
、
結
果
を
示
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

西
多
摩
八
市
町
村
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
想
定
を
超
え
る
激
甚
災

害
に
も
対
応
可
能
な
災
害
協
定
の
締
結
を
目
標
に
掲
げ
、
西
多
摩

地
域
の
発
展
に
寄
与
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

西
建
協
だ
よ
り
」
で
は
、
管
内
の
様
々
な
行
政
機
関
の
方
々
か

ら
機
会
あ
る
ご
と
に
ご
寄
稿
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ

の
た
び
、
四
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
福
生
市
長
選
挙
に
て
再
選
さ
れ

ま
し
た
加
藤
育
男
様
よ
り
ご
寄
稿
頂
き
ま
し
た
の
で
掲
載
を
致
し

ま
す
。 

ご
挨
拶 

福
生
市 

市
長 

加
藤 

育
男 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
西
多
摩

地
域
を
中
心
と
し
た
都
市
基
盤
整
備
工
事
等
、
日
頃
よ
り
御

尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

こ
の
た
び
、
引
き
続
き
５
期
目
の
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
の
信
頼
と
期
待
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
全
力
で
市
政
運
営
に
当
た
る

所
存
で
す
。 

５
期
目
の
市
政
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
福
生
市
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
て
、
ま
ち
の
活
性
化
に
資
す
る
取
組
と

し
て
、
観
光
事
業
の
推
進
や
創
業
支
援
の
強
化
、
ま
た
市
民

の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
に
、
東
福
生
駅
及
び
熊
川
駅
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
子
育
て

施
策
の
充
実
、
防
災
力
の
強
化
等
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

と
り
わ
け
、
都
市
基
盤
整
備
の
推
進
と
い
た
し
ま
し
て
、

福
生
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
心
市
街
地
の
再

生
に
お
い
て
大
変
重
要
な
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
持
続

可
能
な
形
で
次
代
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
し

っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

あ
わ
せ
て
、
他
の
都
市
基
盤
整
備
事
業
も
着
実
に
進
め
る

こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
に
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」、「
住
み
続 

け
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
に
ぎ
わ
い
と
活

気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

生
ま
れ
育
っ
た
福
生
の
ま
ち
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う

強
い
信
念
を
持
ち
、
第
５
期
福
生
市
総
合
計
画
で
定
め
た

目
指
す
べ
き
ま
ち
の
姿
で
あ
る
「
人
を
育
み 

夢
を
育
む 

未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち 

ふ
っ
さ
」
の
実
現
に
向
け
て
全

力
投
球
い
た
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
福
生
市
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
貴
協
会
及
び
会
員
各
企
業
の
ま
す
ま
す
の
御

発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

西
建
協
関
連
団
体
の
令
和
６
年
度
、
７
年
度
役
員

改
選
に
よ
る
体
制
に
つ
い
て
記
載
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。 
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◇ あ と が き ◇ 

入浴(湯舟に入る方法)は日本に根付いている生活習慣で

す。入浴には大きく分けて 3つ「温熱作用(湯舟に入り体が温

まる事で血管が広がり、血流が増える)」・「浮力作用(体に浮

力がかかり、体重が 1/10程度になる為関節や筋肉の緊張がゆ

るむ)」・「静水圧作用(体に水圧がかかり血流を促しむくみを

軽減する)」があります。今回は ‘おすすめ入浴方法’ を紹

介したいと思います。 

 

○38℃～40℃の温度で肩まで浸かる全身浴・・・40℃以下の

入浴では血圧や脈拍の変化が少なく、副交感神経が働きリラ

ックスできます。反対に 42℃以上の入浴では血圧や脈拍が上

昇し交感神経が刺激されます。湯温が高いと血圧が上昇し、

数分後に急降下するので、血管に大きな負担がかかります。 

 

○就寝の１時間～3時間前に入浴する。・・・入浴後 1，2時間

で体温が低下していきます。このタイミングで就寝をすると

深い睡眠が期待できます。また、寝付きを優先させる場合は

就寝の 2，3時間前の入浴が理想的です。 

 

○入浴時間は 10分程度・・・長時間の入浴は汗をかくことで

体内にある水分が奪われて脱水症状となり、血液の粘度が増

して凝固(固まってしまうことが起こりやすくなります。 

 

入浴は毎日できるお得な健康づくり！ 

広報委員会  

５ 月 事 業 報 告 

７日 広報委員会 ３５７号編集 

１０日 事業委員会 

１３日 総務委員会 

１４日 西多摩建設業協会 第４回通常総会 

１４日 西多摩建設業協同組合 第５８回通常総会 

２３日 西建協若手経営者の会 令和６年度定期総会 

６ 月 事 業 計 画 

７日 事業委員会 

１３日 広報委員会 ３５８号編集 

１３日 総務委員会 

１４日 災害対策安全委員会 

１７日 三多摩建設業連合会 令和 6 年度総会 

１８日 理事会 

去る６月５日、ＴＢＳテレビ系にて放送されました番組、

「ニッポン超緊急事態シミュレーション もしも怪獣が襲っ

てきたら」内の火山灰降灰実験にあたり西建協が撮影協力を

行いました。 

本実験は、富士山科学研究所の吉本博士監修のもと、降灰

時の家屋がどのような影響が出るのかを検証した内容とな

り、青梅市の市営住宅を撮影場所として行いました。実際の

火山灰を家屋屋根に積もらせるなど、過去に例のない試みと

なりました。 

 

 

検証実験の様子 

～ 建災防 西多摩分会 令和６年度総会 

            全国安全週間説明会開催 ～ 

６月２１日、建設業労働災害防止協会（建災防）西多摩分会の

令和６年度総会ならびに全国安全週間説明会を福生市民会館にて

開催致しました。当日は５０名を超える方の出席となりました。 

 

  

 

～火山灰検証実験～ 

西多摩建設業協会が撮影協力致しました。 

  

  


